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会 議 日 程 

日 時   平成27年12月11日（金) 午後３時00分 

場 所   教育長室 

 

１ 開会 

 

２ 前回議事録の承認 

 

３ 教育長及び委員の報告 

 

４ 議事 

 (1) 議案第22号 平成27年度社会教育功労者・優良社会教育関係団体の表彰につい

て                        （Ｐ２） 

５ 報告 

 (1) 平成28年度鹿屋市一般会計当初予算の要求状況について      （Ｐ５） 

 (2) 鹿屋市議会12月定例会の一般質問について            （Ｐ６） 

 (3) 鹿屋市第２期教育振興基本計画（案）について          （Ｐ９） 

 

 

６ 動議の討論等 

 

７ その他 

 

８ 閉会 
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議案第22号 

平成27年度社会教育功労者・優良社会教育関係団体の表彰について 

  鹿屋市教育委員会の行政組織等に関する規則(平成18年鹿屋市教育委員会規則第

２号)第10条の規定に基づき、別紙のとおり会議に付議する。 

平成27年12月11日提出 

                                鹿屋市教育委員会 

                                教育長 中野 健作 

 

 

  （別   紙） 

 

 

（提案理由） 

平成27年度社会教育功労者・優良社会教育関係団体表彰候補者を決定したいので、

本案を提出するものである。 
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【本議案は非公開】 
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報告(1) 

   平成28年度鹿屋市一般会計当初予算の要求状況について 

 

 

  （別   紙） 
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【本議案は非公開】 
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報告(2) 

   鹿屋市議会12月定例会の一般質問について 

 

 

  （別   紙） 
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報
告
(1
) 鹿
屋
市
議
会
12
月
定
例
会
の
一
般
質
問
に
つ
い
て
（
教
育
委
員
会
関
係
）
 

番
 

件
名
 

質
問
の
要
旨
 

答
弁
の
要
旨
 

議
員
名
 

１
 
学
校
再
編
に
つ
い
て
 

○
 
学
校
再
編
は
、
よ
り
良
い
教
育
環
境
づ
く
り
で

あ
り
、
子
ど
も
主
体
に
考
え
早
急
に
進
め
る
べ
き

で
は
な
い
か
。
 

○
 
今
後
に
つ
い
て
は
、
極
小
規
模
校
も
あ
る
の

で
、
子
ど
も
た
ち
に
よ
り
良
い
教
育
環
境
を
提
供

す
る
こ
と
を
第
一
に
考
え
、
一
校
一
校
の
実
情
を

見
極
め
る
と
と
も
に
、
地
域
の
様
々
な
事
情
を
総

合
的
に
考
慮
し
、
保
護
者
や
地
域
住
民
の
理
解
と

協
力
を
得
な
が
ら
、
よ
り
良
い
結
論
を
導
き
出
し

て
い
き
た
い
。
 

【
個
人
】
 

本
白
水
議
員
 

２
 
文
化
事
業
の
推
進
と
魅
力
の

発
信
に
つ
い
て
 

○
 
国
文
祭
で
上
演
し
た
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
花

い
く
さ
」
は
、
本
市
の
新
た
な
文
化
資
源
と
し
て

発
展
が
期
待
で
き
る
が
、
今
後
の
展
開
を
示
さ
れ

た
い
。
 

○
 
来
年
度
、
10
周
年
を
迎
え
る
「
ヒ
メ
と
ヒ
コ
」、

全
国
に
届
け
る
作
品
と
し
て
生
ま
れ
た
「
花
い
く

さ
」、

こ
の
二
つ
の
鹿
屋
生
ま
れ
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
が
、
今
後
も
本
市
に
お
い
て
展
開
さ
れ
る
よ
う

松
永
氏
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
文
化
振
興
と

地
域
づ
く
り
の
視
点
を
も
っ
て
、
大
切
に
鹿
屋
の

新
た
な
文
化
の
創
造
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。
 

【
個
人
】
 

米
永
議
員
 

３
 
林
業
活
性
化
に
つ
い
て
 

○
 
学
校
の
机
・
椅
子
に
、
地
元
産
材
を
利
用
し
た

木
製
製
品
の
導
入
を
進
め
て
も
ら
い
た
い
。
 

○
 
木
製
と
ス
チ
ー
ル
製
の
比
較
検
討
を
行
っ
た

結
果
、
軽
量
で
学
校
の
要
望
に
沿
う
ス
チ
ー
ル
製

の
机
･椅

子
を
平
成
26
年
度
か
ら
年
次
的
に
導
入

し
て
い
る
。
地
元
産
材
利
用
は
、
地
場
産
業
の
活

性
化
の
た
め
に
大
切
な
こ
と
で
あ
り
、
校
舎
等
の

工
事
に
お
い
て
は
、
関
係
課
と
連
携
を
図
り
、
地

元
産
材
の
更
な
る
利
用
促
進
に
努
め
た
い
。
 

【
個
人
】
 

永
山
議
員
 

４
 
障
害
の
あ
る
児
童
・
生
徒
の
教

育
に
つ
い
て
 

○
 
市
内
の
小
中
学
校
に
お
け
る
デ
イ
ジ
ー
教
科

書
や
電
子
黒
板
の
活
用
の
現
状
を
示
さ
れ
た
い
。
 

○
 
小
中
学
校
に
お
い
て
デ
イ
ジ
ー
教
科
書
は
導

入
さ
れ
て
い
な
い
。
電
子
黒
板
は
、
全
学
校
に
規

模
に
応
じ
て
１
台
か
ら
４
台
整
備
し
て
い
る
。
 

【
個
人
】
 

児
玉
議
員
 

 
 

○
 
軽
度
の
発
達
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
に
対
す

る
学
習
支
援
の
配
慮
は
な
さ
れ
て
い
る
か
。
 

○
 
通
常
学
級
の
具
体
的
な
支
援
は
、
全
体
的
な
指

導
の
後
に
個
別
に
丁
寧
に
説
明
を
加
え
た
り
、
具
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体
物
を
用
い
て
理
解
を
深
め
た
り
、
読
み
書
き
の

補
助
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
必
要
に
応
じ
て
、

特
別
支
援
教
育
支
援
員
を
配
置
し
、
よ
り
一
層
一

人
一
人
を
大
切
に
し
た
き
め
細
や
か
な
支
援
に

努
め
て
い
る
。
 

５
 
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
 

○
 
学
校
給
食
の
無
料
化
を
ど
う
考
え
る
か
。
無
料

化
に
伴
う
経
費
、
児
童
生
徒
数
、
保
護
者
世
帯
数

を
示
さ
れ
た
い
。
 

○
 
学
校
給
食
の
保
護
者
負
担
額
は
、
年
間
約
４
億

４
千
万
円
で
あ
る
。、

無
料
化
に
つ
い
て
は
、
特

に
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
が
困
難
と
認
め
る

児
童
生
徒
の
保
護
者
、
1,
95
2人

、
20
.6
%に

対
し

て
年
間
約
８
千
20
0万

円
の
就
学
援
助
費
を
支
給

し
て
い
る
。
 

【
個
人
】
 

時
吉
議
員
 

 
 

○
 
鹿
屋
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

に
お
け
る
鹿
屋
版
寺
子
屋
事
業
の
概
要
を
示
さ

れ
た
い
。
 

○
 
鹿
屋
版
寺
子
屋
は
、
か
の
や
学
校
応
援
団
事
業

の
一
環
と
し
て
開
設
す
る
も
の
で
あ
り
、
公
民
館

等
を
活
用
し
、
地
域
の
方
々
と
子
ど
も
た
ち
が
関

わ
る
仕
組
み
づ
く
り
を
確
立
す
る
こ
と
に
よ
り

学
力
向
上
と
郷
土
愛
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。
 

 

６
 
国
際
交
流
事
業
に
つ
い
て
 

○
 
英
語
教
育
だ
け
で
な
く
、
他
の
外
国
語
に
触
れ

る
取
組
を
行
っ
て
い
る
か
。
 

○
 
Ａ
Ｌ
Ｔ
や
国
際
交
流
員
に
よ
る
外
国
語
活
動
、

カ
ピ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
異
文
化
理
解
学
習
、

韓
国
中
学
校
と
の
サ
ッ
カ
ー
交
流
、
ア
フ
リ
カ
音

楽
の
ジ
ャ
ン
ベ
演
奏
等
の
文
化
交
流
等
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
 

【
個
人
】
 

市
來
議
員
 

 
 

○
 
国
際
社
会
で
活
躍
で
き
る
人
材
育
成
を
目
指

し
て
関
係
機
関
、
関
係
課
と
の
連
携
を
図
っ
た
施

策
を
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。
 

○
 
新
た
な
取
組
と
し
て
カ
ピ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
と

連
携
し
た
英
語
の
み
に
よ
る
生
活
を
体
験
す
る

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
、
誰
で
も
英
語
に
よ

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
め
る
イ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
ビ
レ
ッ
ジ
の
検
討
な
ど
、
今
後
と
も
関

係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
国
際
理
解
教

育
の
一
層
の
推
進
を
図
り
た
い
。
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報告(3) 

   鹿屋市第２期教育振興基本計画（案）について 

 

 

  （別   紙） 
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【本議案は非公開】 

 


